
放射線治療は、がん治療の三本柱の一つとして重要な役割を担っており、

非侵襲的にがんへアプローチできるため、高齢者や手術が難しい患者にも

優しい治療法です。しかし、放射線はがん細胞だけでなく、周囲の正常な

臓器にも影響を及ぼし、場合によっては後遺症を残す可能性があります。

そのため、がん細胞にピンポイントで放射線を照射し、正常組織への

ダメージを最小限に抑える技術の開発が進められています。

本講義では、「動かない腫瘍」だけでなく、「動く腫瘍」に対する最新の

高精度放射線治療についてご紹介いたします。
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